
広
報

O M A C H I No.1130

3
2025年（令和７年）

　１月25日、小学生スキー体
験会が爺ガ岳スキー場で開催さ
れ、約40人の児童が参加しま
した。市内のスキー未経験者か
初心者の小学１～３年生が対象
で、レベルごとグループに分か
れてスキーを体験しました。こ
の日はまたとないほどの冬晴れ
で、最高のコンディションでス
キー体験会を開催することがで
きました。
　指導していたスポーツ推進員
やスポーツ課の職員も子どもた
ちの上達の速さに驚いていまし
た。誰でも最初は初心者ですが、
大町市はスノースポーツには最
高のエリア、これからどんどん
楽しんでほしいですね！

主な内容
❷　大町ダム等再編事業
❹　第42回アルプスマラソン
❺　人口分析定住促進等事業

　成果報告会
�　農業委員会だより
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大町ダム等再編事業の事業紹介

洪
水
調
節
容
量
の
確
保

　
こ
の
事
業
で
は
、
東
京
電
力
リ

ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
パ
ワ
ー（
株
）（
以

下
、東
電
Ｒ
Ｐ
）が
所
有
す
る
高
瀬

ダ
ム
、
七
倉
ダ
ム
の
発
電
利
用
の

た
め
の
容
量
の
一
部（
１
２
０
０
万

㎥
）と
、国
土
交
通
省
が
管
理
す
る

大
町
ダ
ム
の
水
道
容
量
の
一
部（
67

万
㎥
）の
３
ダ
ム
合
計
１
２
６
７

万
㎥
を
、
新
た
に
洪
水
を
貯
留
す

る
た
め
の
容
量
と
し
て
加
え
る
こ

と
で
、
洪
水
調
節
能
力
を
大
き
く

向
上
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
洪

水
調
節
容
量
は
、
２
０
０
０
万
㎥

か
ら
３
２
６
７
万
㎥
と
な
り
、
従

来
の
１・６
倍
の
容
量
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
増
や
し
た
洪
水
調
節

容
量
を
用
い
て
大
町
ダ
ム
の
操
作

方
法
を
洪
水
の
ピ
ー
ク
に
向
か
っ

て
放
流
を
減
ら
し
て
い
く
鍋
底
操

作
へ
と
変
更
し
ま
す
。
こ
の
操
作

に
よ
り
こ
れ
ま
で
よ
り
洪
水
時
の

放
流
量
が
大
き
く
減
る
た
め
、
ダ

ム
下
流
域
で
は
よ
り
大
き
な
洪
水

低
減
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
暫
定
的
に
３
ダ
ム
が
連

携
し
た
洪
水
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
用
が
令
和
７
年
か
ら
開
始

で
き
る
よ
う
関
係
調
整
や
必
要
な

機
器
の
整
備
な
ど
の
準
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
犀
川
・
高
瀬
川
流
域
の
多
い
と
こ
ろ
で
累
計
雨
量
が
３
０
０
ｍ
ｍ
を

超
え
る
大
雨
と
な
っ
た
平
成
18
年
７
月
洪
水
で
は
、
高
瀬
川
上
流
の
高

瀬
ダ
ム
、
七
倉
ダ
ム
、
大
町
ダ
ム
な
ど
で
特
例
的
な
操
作
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
特
例
的
な
操
作
に
よ
り
犀
川
で
は
堤
防
か
ら
の
越
水
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
取
り
組
み
を
契
機
と
し
て
、
国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事

務
所
で
は
経
済
的
か
つ
早
期
に
地
域
の
安
心
・
安
全
が
確
保
で
き
る
方

法
と
し
て
、
高
瀬
川
上
流
の
高
瀬
、
七
倉
、
大
町
の
３
ダ
ム
を
活
用
し

た
治
水
対
策
で
あ
る
大
町
ダ
ム
等
再
編
事
業
を
令
和
２
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

堆砂量※2

堆砂量※2

堆砂量※2

堆砂量※2

土砂輸送用トンネル工事現場状況

トンネル坑口
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高
瀬
ダ
ム
の
土
砂
対
策

　
高
瀬
ダ
ム
本
体
の
近
く
に
流
入

す
る
不
動
沢
・
濁
沢
は
流
域
に
崩

壊
地
が
多
く
、
豪
雨
の
た
び
に
多

量
の
土
砂
が
高
瀬
ダ
ム
貯
水
池
に

流
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
が

続
け
ば
、
流
入
土
砂
に
よ
り
貯
水

池
が
分
断
し
て
し
ま
い
、
再
編
事

業
で
確
保
し
た
洪
水
調
節
の
容
量

や
発
電
容
量
が
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
不
動
沢
・
濁
沢
か

ら
の
流
入
土
砂
を
計
画
的
に
搬
出

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
東
電
Ｒ
Ｐ
は
、
不
動
沢
・
濁

沢
に
た
ま
っ
て
い
る
土
砂
を
ダ
ン

プ
で
排
出
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り

大
量
に
か
つ
安
定
的
に
土
砂
の
搬

出
を
す
る
た
め
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
に
よ
る
土
砂
搬
出
に
変
更
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

土
砂
輸
送
用
ト
ン
ネ
ル
工
事

　
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
設
置
す
る

た
め
の
専
用
ト
ン
ネ
ル
と
し
て

「
土
砂
輸
送
用
ト
ン
ネ
ル
」を
新
た

に
建
設
し
ま
す
。
こ
の
土
砂
輸
送

用
ト
ン
ネ
ル
は
延
長
約
11
㎞
、
内

径
３
・
６
ｍ
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
は
ト
ン
ネ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
マ

シ
ン（
Ｔ
Ｂ
Ｍ
）工
法
で
行
い
ま
す
。

Ｔ
Ｂ
Ｍ
は
機
械
前
面
の
カ
ッ
タ
ー

ヘ
ッ
ド
を
回
転
さ

せ
、
岩
盤
に
ロ
ー

ラ
ー
カ
ッ
タ
ー
を

押
し
付
け
、
岩
盤

を
圧
砕
し
な
が
ら

掘
削
す
る
ト
ン
ネ

ル
掘
削
機
械
で
す
。

　
こ
の
工
法
は
通

常
行
う
火
薬
を
用

い
て
掘
削
す
る
方

法（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工

法
）よ
り
掘
削
速

度
が
速
く
、
工
事

期
間
が
大
幅
に
短

縮
で
き
ま
す
。

　
土
砂
輸
送
用
ト

ン
ネ
ル
工
事
は
篭

川
の
右
岸
側
の
大

町
市
平
地
先
で
令

和
６
年
３
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
現
在
、
施
工
現
場

で
は
約
40
人
が
工
事
に
従
事
し
て

お
り
、
Ｔ
Ｂ
Ｍ
掘
削
を
開
始
す
る

た
め
の
準
備
工
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

と
Ｔ
Ｂ
Ｍ
の
組
み
立
て
を
行
っ
て

い
ま
す
。
Ｔ
Ｂ
Ｍ
の
組
み
立
て
は

メ
ー
カ
ー
の
外
国
人
技
術
者
の
技

術
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
春
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｍ
に

よ
る
掘
削
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
引
き
続
き
、
安
全
な
工
事
を
行

い
、
早
期
の
完
成
に
努
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

千
曲
川
河
川
事
務
所

℡
０
２
６
・
２
２
７
・
７
６
１
１

▽
建
設
課
維
持
管
理
係

℡
□市
内
線
６
７
１

高瀬ダム堆砂の遍歴

ＴＢＭ

メーカー外国人技術者の技術指導
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第42回　大町アルプスマラソン
10月19日日

■申し込み　３月22日（土）受付開始
※先着順

▽振替用紙　７月25日（金）までに、必要事
項を記入の上、参加料を添えて、ゆうちょ
銀行または郵便局へ（消印有効）。大会
リーフレットは、実行委員会事務局、市
役所本庁舎などにあります。

▽インターネット　７月31日（木）までに、
パソコンまたはスマートフォンで大会
ホームページにアクセスしてお申し込み
ください。申し込みの際に支払い方法を
選択してください（クレジットカード、コ
ンビニ、ＡＴＭなど）。
ホームページhttp ://www.omachi -
sports .com/alps -marathon/

運営ボランティア募集
■ボランティアの内容　選手給水所の運営、

駐車場案内、コース誘導　など
■申し込み　実行委員会事務局へ。

種目 参加区分 参加料
定員

フルマラソン
（42.195km） 一般・壮年 8,000円

1,200人
ハーフマラソン

（21.0975km） 一般・壮年 6,000円
1,200人

10km 一般 4,000円
500人

３km（Ａ） 小学１・２年生

2,000円
400人

３km（Ｂ） 小学３・４年生
３km（Ｃ） 小学５・６年生
３km（Ｄ） 中学生・一般

３kmペア 小学生と一般のペア 4,000円
100組

※３kmは日本陸上競技連盟の公認コースではありません。「一般」
は高校生を含みます。「３kmペア」以外は男女の区分があります。

　日本陸上競技連盟公認のコースは、高低差217ｍと厳しくも走り応えがあります。秋の爽やかな風の中、
日本の屋根を一緒に走りましょう！
　大町アルプスマラソン実行委員会では、市民が主役のまちづくり事業の一つとして、市民みんなで支え
合う大会を目指しています。出場者のほか参加する大勢の皆さんが心温まる大会となるよう、大会を一緒
に支えるボランティアの皆さんも募集します。

出場者募集
■参加資格　小学生以上で健康な人

■問い合わせ　大町アルプスマラソン実行委員会事務局　℡22-7664　　85-5788

大町市民は入館無料、
長野県民は入館料割引です。
この機会にぜひお出かけください。

山岳博物館　TEL22-0211

「家庭の日」入館無料
３月15日（土）、16日（日）
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市
で
は（
一
社
）持
続
可
能
な
地
域
社
会

総
合
研
究
所
に
委
託
し
、
令
和
５
年
度
か

ら
地
区
別
の
人
口
分
析
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
居
住
誘
導
地
域（
市

街
地
周
辺
）を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
、
将
来
人
口
の
分
析
・
推
計
を
行

う
と
と
も
に
、
市
内
起
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
九
日
町
自
治
会
に

お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
住
み
た
く
な
る
ま
ち
、
住
み
続

け
た
く
な
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
果
報
告
会
内
容

■
講
演　
「
大
町
市
の
人
口
分
析

と
全
国
の
成
功
事
例
」

▽
講
師　
藤
山
浩
さ
ん（（
一
社
）

持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究

所
所
長
）

　
大
町
市
全
体
と
中
心
市
街
地
の

最
新
の
人
口
分
析
結
果
を
報
告
し
、

具
体
的
な
将
来
人
口
の
安
定
化
シ

ナ
リ
オ
の
提
案
と
、
全
国
の
自
治

体
で
定
住
や
起
業
に
つ
い
て
成
果

を
上
げ
て
い
る
事
例
を
紹
介
。

■
取
り
組
み
発
表　
「
次
世
代
定

住
に
向
け
た
地
元
天
気
図
と
暮
ら

し
の
手
引
き
」

▽
発
表
者　
九
日
町
自
治
会

　
次
世
代
定
住
の
実
現
を
よ
り
具

体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
九

日
町
自
治
会
で
取
り
組
ん
だ
、
地

元
の
強
み
や
弱
み
を
天
気
図
風

に
ま
と
め
て
い
く「
地
元
天
気
図

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」と
地
域
の
暮

ら
し
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

「
暮
ら
し
の
手
引
き
」を
発
表
。

■
事
例
紹
介　
「
広
島
県
三
次
市

女
性
活
躍
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

『
ア
シ
ス
タ
ｌ
ａ
ｂ
』」

▽
講
師　
牛
来
千
鶴
さ
ん（（
株
）

ソ
ア
ラ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
）

　
三
次
市
で
は
、
起
業
を
考
え
、

実
現
し
て
い
る
女
性
た
ち
の
支
援

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
女
性

活
躍
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
ア
シ

ス
タ
ｌ
ａ
ｂ
」を
実
施
中
。
全
国

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
の
事
業

に
つ
い
て
紹
介
。

■
申
し
込
み　
３
月
10
日（
月
）ま

で
に
、
電
子
申
請
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
電
話
で
、
企
画
財
政
課
企
画

調
整
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

℡
□市
内
線
５
２
１

電子申請

Ｅメールkikaku@city.omachi.nagano.jp

成果報告会

３月16日（日）
午後２時～
大町公民館分室　
２階　講堂

大町市人口分析定住促進等事業
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３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

の
予
防
接
種

　
国
で
は
、
３
月
を「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」と
定
め
、
自
殺
を
防
ぐ

た
め
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
で
は「
第
２
次
大

町
市
い
の
ち
を
守
る
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
心
の
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
毎
年
対
象

者
を
変
え
な
が
ら
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
開
始
し

ま
す
。
市
で
は
４
月
以
降
、
対
象
と
な
る
人
に
予
診
票
な
ど
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。
実
施
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま

り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
人
は
こ
の
機
会
に
接
種
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
全
国
的
に
３
月
は
、
例
年
自
殺

者
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
大
き
な
理
由
と
し
て
、
多
く
の

企
業
の
決
算
期
に
当
た
り
、
仕
事

上
の
問
題
や
経
済
的
な
問
題
を
抱

え
る
人
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
や
、就
職
や
転
勤
、進
学
、引
っ

越
し
に
伴
う
家
族
や
友
人
と
の
別

れ
な
ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
時

期
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺

の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
人
の
こ
と
で
、い
わ
ば「
い

の
ち
の
門
番
」と
も
位
置
付
け
ら

れ
る
人
の
こ
と
で
す
。
一
見
、
難

し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

専
門
的
な
資
格
は
特
に
必
要
な
く
、

誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
気
づ
か
な
い
う
ち

に
既
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

■
対
象
者（
令
和
７
年
度
）

▽
年
度
内
に
65
歳
に
な
る
人

▽
60
～
64
歳
の
人
で
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
の
障
害
が
あ
る
人

▽
年
度
内
に
70
、
75
、
80
、
85
、

90
、
95
、
１
０
０
歳
に
な
る
人

（
接
種
開
始
か
ら
５
年
間
の
経
過

措
置
）

▽
１
０
０
歳
以
上
の
人
全
員（
令

和
７
年
度
限
り
）

■
ワ
ク
チ
ン（
接
種
回
数
）

▽
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン（
２
回
）

▽
生
ワ
ク
チ
ン（
１
回
）

※
交
互
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
接
種
期
間（
予
定
）　
４
月
１
日

（
火
）～
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

■
接
種
の
条
件

▽
原
則
、
任
意
接
種
で
接
種
し
た

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回

目
接
種
を
年
度
内
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

を
担
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
具
体
的
に
は
、
①
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
②
声
を
か
け
③
話
を

聞
い
て
④
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

⑤
見
守
る
―
と
い
っ
た
、
悩
ん
で

い
る
人
に
寄
り
添
い
関
わ
り
を
通

し
て「
孤
独
・
孤
立
」を
防
ぎ
、
支

援
す
る
こ
と
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

の
役
割
で
す
。
研
修
な
ど
を
通
じ

て
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
１

人
で
も
多
く
の
人
に
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
意
識
を
も
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
な
ど
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

■
個
人
負
担
額

医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▽
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン

６
６
０
０
円
／
回

▽
生
ワ
ク
チ
ン

２
６
０
０
円
／
回

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

■
持
ち
物　
予
診
票
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
健
康
保
険
証

な
ど

■
実
施
医
療
機
関　
未
定

■
そ
の
他　
実
施
医
療
機
関
以
外

で
接
種
す
る
場
合
は
必
ず
接
種
前

に
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
連
絡
せ
ず
に
接
種
し

た
場
合
、
全
額
自
己
負
担
で
の
接

種
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

　
最
近
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

こ
こ
ろ
に
た
め
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？ 

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ

が
体
や
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
と
し
て

表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
ご
自
分
の
体
と
こ
こ
ろ

の
状
態
を
確
認
で
き
る「
こ
こ
ろ

の
体
温
計
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

自
身
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
本
人
モ
ー

ド
で
は
、
図
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス

度
や
落
ち
込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
身
の
健

康
や
状
態
を
把
握
で
き
る
ほ
か
、

身
近
な
相
談
先
の
案
内
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
身
近
な
人
や
相
談
先
に

話
し
に
く
い
け
れ
ど
、
誰
か
に
話

を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
…
」な
ど
、

誰
か
に
悩
み
を
相
談
し
た
い
人
は
、

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

相
談
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こころの
体温計

まもろうよ
こころ

ホームページ
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■
費
用

▽
登
録
が
済
ん
で
い
る
場
合　

３
６
０
０
円

（
注
射
料
金
３
０
５
０
円
、
注
射

済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

▽
新
規
登
録
の
場
合　

６
６
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円
、
注

射
料
金
３
０
５
０
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
の
予
防
注
射　
第
１
次

4月４日（金）　常盤・社地区 時間
泉公民館 8:40～ 8:55
下一　木中生活改善センター 9:00～ 9:05
清水公民館 9:15～ 9:20
常盤公民館 9:30～ 9:45
須沼公民館 9:55～10:00
沓掛駅前駐車場 10:05～10:10
宮本公民館 10:20～10:25
青島公園駐車場 10:35～10:40
館ノ内公民館 10:50～10:55
松崎公民館 11:05～11:10
神栄町公民館 11:20～11:25
アルプス囲碁村会館 11:30～11:35
文化会館駐車場 11:40～11:50

4月７日（月）　大町・平地区 時間
市役所正面駐車場 8:30～ 8:45
ＪＲ信濃大町駅前市営駐車場 8:55～ 9:00
昭電グラウンド駐車場 9:10～ 9:20
高根町公民館 9:30～ 9:35
北原町公民館 9:40～ 9:45
かえで保育園跡地 9:55～10:05
旧俵町公民館跡地 10:10～10:15
大原団地集会所 10:25～10:30
ＪＲ簗場駅前 10:45～10:55
海の口公民館 11:05～11:10
平公民館東駐車場 11:20～11:30
借馬公民館 11:35～11:45
二ツ屋生活改善センター 11:55～12:00
温泉郷観光協会前 12:10～12:15
大町自動車教習所駐車場 12:20～12:25

4月８日（火）　八坂・美麻地区 時間
明野バス停 8:45～ 8:50
野平北集会所 9:20～ 9:25
石原バス停 9:40～ 9:45
小菅バス停 10:00～10:05
市八坂支所駐車場 10:15～10:25
切久保公民館 10:35～10:40
大塩大黒様 11:00～11:05
新行公民館 11:15～11:20
千見高齢者センター 11:35～11:40
ぽかぽかランド美遊 11:50～11:55
美麻トレーニングセンター 12:05～12:15

（第１次）
狂犬病予防集合注射の日程

※
獣
医
師
の
訪
問
注
射
の
場
合
、

上
記
の
費
用
に
加
え
て
、
別
途
訪

問
料
が
必
要
で
す
。

■
手
続
き　
登
録
済
み
の
飼
い
主

に
は
、
３
月
下
旬
に
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
。
は
が
き
と
費
用
を
持

参
の
上
、
お
近
く
の
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
は
が
き
を
持
参
し

な
い
と
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

▽
第
２
次
は
、
５
月
９
日（
金
）に
、

第
３
次
は
、
６
月
１
日（
日
）に
実

施
し
ま
す
。
会
場
と
時
間
は「
広

報
お
お
ま
ち
４
月
号
」で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
射
済
票
の
発
行
が
で
き
な
い
病

院
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
獣
医
師

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
訪
問
注
射
を
希
望
す
る
場
合
は
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
動
物
病
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
生
後
90
日
を
超
え
た
犬
は
、
生
涯
で
１
回
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

年
１
回（
６
月
30
日
ま
で
に
）受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
集
合
注

射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
死
亡
や

飼
い
主
が
転
居
し
た
場
合
は
、
登
録
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　
℡
□市
内
線
４
６
１・４
６
２

【広告】
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先
月
５
日
、
大
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
か
き
氷
」開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
掘
る
と
見
つ
か
る
大
町
の
魅

力「
雪
下
か
き
氷
」と
銘
打
ち
、
カ

フ
ェ
や
飲
食
店
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
が

レ
シ
ピ
を
作
り
、
今
年
６
月
を
め
ど

に
販
売
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
サ

ン
ト
リ
ー
北
ア
ル
プ
ス
天
然
水
で

作
っ
た
氷
を
使
い
、
ふ
ん
わ
り
積

も
っ
た
真
っ
白
な
雪
の
よ
う
に
仕

上
げ
、
地
元
産
の
食
材
な
ど
を
中
に

入
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。
将
来
的
に
は
さ
ら
に
参
加

店
舗
を
募
り
、
観
光
客
や
移
住
者
に

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
12
日
に
は
、
み
ず
の
わ
研
修

会
が
開
か
れ
、
50
人
を
超
え
る
事

業
所
の
皆
さ
ん
が
参
加
し「
大
町
の

水
」に
つ
い
て
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に「
大
町
市
の
水
が
生
ま
れ

る
自
然
環
境
」と
題
し
、
山
岳
博
物

館
の
鈴
木
名
誉
館
長
と
竹
村
専
門

員
か
ら
、
大
町
の
水
が
生
ま
れ
る
仕

組
み
に
つ
い
て
、
大
気
の
動
き
や
地

形
地
質
の
成
り
立
ち
を
講
演
い
た

だ
き
、
普
段
私
た
ち
が
何
気
な
く
見

て
い
た
身
の
回
り
の
自
然
環
境
が
、

豊
か
で
清せ

い
冽れ

つ
な
河
川
水
や
湧
水
を

育
ん
で
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

次
い
で
環
境
省
水
・
大
気
環
境

局
の
豊
原
水
循
環
係
長
が「
水
環
境

施
策
と
良
好
な
環
境
の
創
出
」と
題

し
、
水
循
環
基
本
法
や
官
民
連
携

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

国
の
政
策
動
向
を
説
明
さ
れ
、
今
後

も
大
町
の
水
を
守
り
、
地
域
の
た
め

に
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
の
意

義
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
信
濃
大

町
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
で
、
市
が
令
和
２
年
に
県
下
市
町

村
初
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に

選
定
さ
れ
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
未
来
都
市

計
画
を
策
定
し
、
地
域
資
源
の「
水
」

に
焦
点
を
当
て
、
水
に
関
わ
る
人
と

仕
事
を
主
役
に
、
社
会
、
経
済
、
環

境
の
３
側
面
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
１
０
０
年

先
の
未
来
に
お
い
て
も
今
と
変
わ

ら
な
い「
水
が
生
ま
れ
る
信
濃
お
お

ま
ち
」を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
の
お
い
し
い
大
町
で
は
、
こ
の

４
年
ほ
ど
で
、
市
の
創
業
支
援
や
空

き
店
舗
へ
の
助
成
制
度
を
活
用
し

て
、
カ
フ
ェ
や
菓
子
店
、
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
20
軒
を
超
え
る
店
が
オ
ー

プ
ン
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
貢
献

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
持
続
可
能
な
地
域
の
元

気
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

プレミアム付商品券2025を販売します

４月１日（火） 販売開始！

■対象　大町市民（２月17日現在の住民基本台帳登録者）

▽３月下旬をめどに、全世帯に購入引換券を郵送します。必ず販売所
までご持参ください。

▽引換券があれば、代理の人でも購入が可能です。

▽購入の際は、販売所にお越しの人の本人確認をさせていただきます。
引き換えに来る人は、ご自身の運転免許証や保険証などを必ずお持
ちください。

■販売期間　４月１日（火）～30日（水）
■商品券の利用期間　４月１日（火）～５月31日（土）
■販売金額　１冊2,000円　※引換券１枚につき１冊購入可能
■額面　5,000円（3,000円お得！）　

▽内訳　１枚500円、１冊10枚
　共通券（全ての取扱店舗で使用可能）		  ６枚　
　限定券（大型店を除く取扱店舗で使用可能）	 ４枚　
■販売場所・時間

▽大町商工会議所　　平日・日曜日	 午前10時～午後４時	 ※土曜日、祝日の販売はありません。

▽市八坂・美麻支所　平日		  午前10時～午後４時	 ※市役所での販売は行いません

　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受けた市民生活を支援するとともに、消費喚起
を促し、市内経済の活性化を図るため「プレミアム付大町商品券２０２５」を販売します。
　商品券購入に必要な引換券は、各世帯に順次郵送します。
■問い合わせ　まちづくり産業課商業労政係　℡□市内線542

【第174回】
みずのわ
プロジェクト

大町市長
牛越 徹

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

令和５年度の商品券
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
な

ど
に
基
づ
き
、
農
地
の
農
業
上
の

利
用
の
増
進
や
利
用
関
係
の
調
整

な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

賃
借
料
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
～
12
月
１
日
に

締
結（
公
告
）し
た
市
内
の
賃
借
料

を
基
に
、
地
域
別
の「
大
町
市
水

田
賃
借
料
平
均
額
情
報
」を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
農
地
の
貸

借
を
行
う
際
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
農
地
の
貸
借
を
行
う
場
合
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
て
契
約

を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
□市
内
線
６
４
１

農
業
委
員
会
か
ら
水
田
な
ど

大町市水田賃借料の平均額に関する情報  （金額は田10アール当たり）

Ｒ６ 過去５年間の平均額推移
平均額 集計筆数 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ Ｈ31

大町地区 4,600円 94件 5,700円 5,300円 5,900円 6,000円 6,000円

平地区（※1） 5,000円 124件 5,700円 5,100円 5,800円 5,500円 6,000円

平地区北部（※2） 2,600円 48件 2,900円 3,300円 3,800円 3,800円 3,500円

常盤地区 8,500円 416件 8,600円 9,700円 9,800円 9,900円 10,500円

社地区 3,900円 201件 4,700円 5,300円 5,400円 6,500円 7,200円

八坂地区 1,500円 8件 ― 3,700円 6,100円 5,000円 5,200円

美麻地区 2,000円 4件 1,900円 1,700円 2,500円 2,000円 4,200円

▽「平均額」は賃貸借契約において参考としていただくための目安であり、農地の形状やあぜの状況など実情
により当事者間で協議のうえ決定してください。

▽上記金額は、令和６年１月～12月１日の間に契約された実勢価格の平均額です（物納を除く）。

▽基盤整備の有無による区分はしていません。

▽集計筆数が少ない場合、平均額が参考値として適当でないことがあります。

　
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
、
老

後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。
農

業
者
年
金
制
度
は
、
幅
広
い
農

業
者
が
安
心
し
て
加
入
で
き
、

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
有
利
な
制

度
で
す
。

加
入
資
格

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人制

度
内
容

▽
保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定

　
保
険
料
は
、
月
額
２
万
～
６

万
７
０
０
０
円
の
間
で
、
千
円

単
位
で
加
入
者
が
自
由
に
設
定

で
き
ま
す
。
農
業
経
営
の
状
況

や
老
後
の
生
活
設
計
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▽
税
制
面
の
優
遇
措
置（
社
会

保
険
料
控
除
）

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
、

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き

　
年
金
は
生
涯
保
証
さ
れ
ま
す
。

仮
に
、
加
入
者
が
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

ず
の
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在

価
値
相
当
額
が
、
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
□市
内
線
６
４
０

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
賃
借
料
情
報
」

の
お
知
ら
せ

※１　海の口以北、鹿島、源汲、
　　　中花見、温泉郷を除く
※２　海の口以北、鹿島、源汲、
　　　中花見、温泉郷
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第
25
期
が
発
足
し
１
年
が
た
ち

ま
す
。
そ
し
て
、
市
農
業
委
員
会

は
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご

鞭べ
ん

撻た
つ

に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
法
律
の
公
布
か
ら
３
年

余
り
の
準
備
期
間
を
要
し
、
地
域

の
農
地
を
守
り
次
世
代
へ
継
承
す

る「
地
域
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
や
地
区

別
懇
談
会
へ
参
加
い
た
だ
い
た
農

家
の
皆
さ
ま
、ま
た
、先
頭
に
立
っ

て
旗
振
り
推
進
し
て
い
た
だ
い
た

県
、
市
の
行
政
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
な
ご
苦
労
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
す
る「
地
域
計
画
」は

い
わ
ば
キ
ッ
ク
オ
フ
計
画
で
あ
り
、

公
告
後
も
毎
年
内
容
を
見
直
す
も

の
で
、
さ
ら
に
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ

ア
、
意
見
を
い
た
だ
き
充
実
さ
せ

て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
い
か
に
課
題
を
解
決
し
て
い
く

の
か
、
農
業
者
だ
け
で
は
な
く
商

工
業
者
な
ど
の
他
分
野
や
若
者
の

皆
さ
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の

忌き

憚た
ん

な
き
ご
意
見
を
当
委
員
会
、

ま
た
は
、
お
近
く
の
農
業
委
員
、

農
地
最
適
化
推
進
委
員
ま
で
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
計
画
に

反
映
さ
せ
、
農
業
の
明
る
い
未
来

図
を
描
き
、
次
世
代
へ
継
承
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
農
業
委
員
会
へ
の
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
委
員
会

視
察
研
修

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
　

傘
木 
則
興

　
令
和
６
年
８
月
22
日
～
23
日
に

三
重
県
方
面
へ
の
視
察
研
修
を
行

い
、
初
日
は
、
伊
勢
神
宮
参
拝
、

翌
日
は
、
伊
賀
の
里「
モ
ク
モ
ク

手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」を
視
察
し

た
。

　
神
宮
内
宮
で
は
、
許
可
を
い
た

だ
い
て
御み

垣か
き

内う
ち

参
拝
が
か
な
っ
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
神
宮
参
拝

が
未
経
験
の
た
め
、
道
中
の
車
内

ビ
デ
オ
で
神
宮
の
概
要
を
学
習
し
、

参
拝
経
路
や
参
拝
作
法
を
事
前
研

修
し
臨
ん
だ
。

　
ま
ず
外
宮
を
通
常
参
拝
し
内
宮

へ
移
動
。
記
念
写
真
に
納
ま
り
宇

治
橋
を
渡
り
、
小
砂
利
を
踏
み
し

め
な
が
ら
厳
粛
な
空
気
の
境
内
を

進
み
内
宮
正
殿
に
至
っ
た
。
堅
塩

で
清
め
ら
れ
て
か
ら
敷
地
内
に
入

る
。
横
列
に
整
列
し
会
長
が
さ
ら

に
進
み
出
て
、
会
長
の
作
法
に
合

わ
せ
て
拝
礼
し
た
。
身
の
引
き
締

ま
る
静
寂
の
中
、
二
拍
手
の
そ

ろ
っ
た
音
が
響
い
た
。
続
い
て
神

楽
殿
に
て
舞
の
奉
納
、
奥
の
控
室

に
案
内
さ
れ
て
饗き

ょ
う
ぜ
ん膳

と
い
う
直な

お
会ら

い

を
頂
い
た
。
一
同
、
初
体
験
尽
く

し
の
感
動
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
神
宮
の
参
拝
は
、
農
業
委
員
と

し
て
農
地
を
守
る
責
務
と
と
も
に
、

作
物
の
恵
を
改
め
て
思
い
、
作
物

を
育
む
自
然
界
の
力
を
尊
み
敬
う

古
代
か
ら
の
日
本
人
の
心
を
現
代

ま
で
厳
守
す
る
神
宮
の
姿
と
存
在

に
思
い
を
新
た
に
し
た
。

　
２
日
目
の
伊
賀
の
里「
モ
ク
モ

ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」は
、
地

場
産
の
牛
豚
肉
の
生
産
か
ら
加
工

販
売
、
地
ビ
ー
ル
釀
造
販
売
、
喫

茶
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
豚
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
土
産
店
な
ど
が
起
伏
に
豊
ん

だ
地
形
を
生
か
し
て
点
在
し
て
お

り
、
生
産
か
ら
加
工
販
売
ま
で
一

貫
し
た
農
業
公
園
と
農
場
を
兼
ね

備
え
、
季
節
毎
の
イ
ベ
ン
ト
、
団

体
・
学
校
プ
ラ
ン
の
企
画
も
あ
り
、

家
族
向
け
に
も
時
間
を
掛
け
て
楽

し
め
る
画
期
的
な
施
設
を
視
察
で

き
た
。

　
今
回
の
視
察
日
程
が
順
調
に
進

む
中
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重

な
体
験
と
思
い
を
深
め
な
が
ら
親

睦
と
視
野
を
広
げ
ら
れ
た
有
意
義

な
研
修
を
無
事
終
了
し
た
。

大
町
市
農
業
委
員
会
長
　
伊
藤 

宏
昭

ご
あ
い
さ
つ

農業委員会だより
第17号

発行日：令和７年３月１日
大町市農業委員会

大町市大町3887
℡□市内線641

視察研修　伊勢神宮参拝
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方
が
多
い
の
で
す
。

　
10
年
ほ
ど
前
、
私
の
よ
う
な
小

規
模
か
つ
湿
田
で
も
、
で
き
る
だ

け
お
金
の
掛
か
ら
な
い
安
全
な
農

業
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
、

稲
尾
地
区
で
農
薬
、
化
学
肥
料
を

使
わ
な
い
稲
作
農
家
に
、
も
み
の

選
別
か
ら
米
の
販
売
ま
で
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

慣
行
稲
作
を
止
め
、
湿
田
対
策
と

し
て
コ
ン
バ
イ
ン
は
止
め
、
は
ざ

掛
け
の
天
日
乾
燥
と
し
ま
し
た
。

ま
た
機
械
は
小
型
軽
量
の
も
の
と

し
、
近
所
で
不
要
に
な
っ
た
も
の

を
譲
り
受
け
、
ま
ず
は
長
年
放
置

し
て
い
た
田
の
再
生
か
ら
始
め
て

み
ま
し
た
。
し
っ
か
り
草
刈
り
を

す
れ
ば
、
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
だ
け

で
、
比
較
的
簡
単
に
再
生
で
き
ま

し
た
。

　
現
在
で
は
、
機
械
の
小
型
化
に

よ
り
湿
田
の
苦
労
は
ほ
ぼ
な
く
な

り
、
肥
料
は
小
ぬ
か
だ
け
で
す
が
、

食
味
も
収
穫
量
も
ま
ず
ま
ず
の
レ

ベ
ル
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ

除
草
は
大
変
で
す
が
、
除
草
剤
を

使
わ
な
く
て
も
、
時
期
と
治
具
の

工
夫
で
徐
々
に
楽
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
前
出
の
稲
尾
地
区
の

農
家
で
、
研
修
す
る
方
が
増
え
、

そ
の
後
、
専
業
農
家
に
な
っ
た
家

族
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
最
近
、
北
ア
ル
プ
ス
や
仁
科
三

湖
な
ど
の
景
色
に
憧
れ
、
ま
た
、

農
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
、
大
町
市

に
移
住
し
、
農
薬
、
化
学
肥
料
を

使
わ
ず
、
兼
業
で
米
作
り
を
す
る

家
族
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

移
住
し
て
き
た
仲
間
と
の
会
話
の

な
か
で「
住
宅
と
田
ん
ぼ
が
セ
ッ

ト
で
つ
い
て
く
れ
ば
、
木
崎
湖
周

辺
に
住
み
た
い
方
が
現
在
何
人
か

い
る
」と
の
こ
と
。
し
か
し
、
耕

作
可
能
な
田
ん
ぼ
は
、
た
く
さ
ん

空
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
す
ぐ

に
で
も
住
め
る
空
き
家
は
、
ほ
と

ん
ど
な
く
困
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、地
域
計
画
で
は
、10
年

後
の
地
域
の
農
地
を
誰
が
担
う
か
、

決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
の
流

れ
が
、
農
業
者
の
後
継
者
減
少
と

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
止
め
る
対

策
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
担
い

手
の
方
と
、
農
あ
る
暮
ら
し
を
求

め
て
移
住
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
地
域
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力

で
守
り
続
け
て
き
た
美
し
い
農
地

を
次
の
世
代
に
着
実
に
引
き
継
げ

る
よ
う
、
地
域
と
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
　

飯
島 

ひ
ろ
美

　
「
な
ぜ
、
私
で
す
か
？
」

　
こ
の
地
に
嫁
い
で
47
年
。
農
業

は
、
農
作
業
し
て
い
る
義
父
母
・

夫
の
隣
で
見
て
い
る
だ
け
。
少
し

の
手
伝
い
は
し
て
い
ま
す
が
、
草

刈
機
な
ど
機
械
を
使
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

任
期
は
３
年
。
農
業
委
員
会
の
会

議
は
、
重
要
案
件
の
連
続
審
議
で

緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
農
地
の
見
守
り
活
動

と
し
て
、
耕
作
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
担
当
地
区
を
一
人
見

守
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
稲
作
さ
れ
な
い
ほ
場
が
多
い

現
状
に
驚
き
で
す
。
後
に
大
豆
が

作
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
遊

休
農
地
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
こ
こ
が
農
地
で
す
か
？
」

　
背
丈
も
あ
る
雑
草
と
立
木
で
土

は
見
え
な
い
。
今
ま
で
と
同
様
で

は
な
い
ほ
場
が
あ
る
。
近
所
の
地

主
さ
ん
だ
け
に
気
を
遣
っ
て
し
ま

い
何
回
も
見
に
行
き
、
先
輩
農
業

委
員
に
も
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
調
査
結
果
を
記
入
す
る
時
、

変
更
す
る
判
断
は
難
し
か
っ
た
で

す
。

　
10
月
に
な
っ
て
遊
休
農
地
と
し

て
報
告
し
た
土
地
に
重
機
が
あ
り
、

立
木
と
雑
草
は
除
去
さ
れ
て
耕
作

で
き
る
畑
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
地
主
さ
ん
に
農
業
委
員
会
か
ら

連
絡
が
行
き
作
業
さ
れ
た
の
か
偶

然
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
道
路
沿

い
の
民
家
の
入
り
口
付
近
に
あ
る

農
地
で
、
す
っ
き
り
し
環
境
が
良

く
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
遊
休
農

地
で
は
な
い
と
再
報
告
し
ま
し
た
。

　
私
は
農
業
相
談
を
さ
れ
て
も
、

ほ
ぼ
分
か
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員

会
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
、

つ
な
げ
て
、
相
談
し
て
解
消
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
文
化
祭「
菊
花
展
」に
農
業
委

員
会
長
賞
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の

受
賞
作
品
は「
国
華
由
季
」大
菊
三

本
仕
立
て
薄
ピ
ン
ク
色
の
花
で
し

た
。
私
は
盆
栽
菊
作
り
に
初
め
て

挑
戦
。
94
歳
の
名
人
に
指
導
い
た

だ
き
、「
野
知
の
白
峰
」（
写
真
）を

出
品
で
き
ま
し
た
。

木
崎
湖
周
辺
の

農
業
に
つ
い
て

農
業
委
員
　
西
澤 

淳

　
新
人
農
業
委
員
と
し
て
、
稲
作

中
心
の
、
稲
尾
地
区
と
海
の
口
地

区
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
木
崎
湖
周
辺
の
農

業
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
た
。

　
稲
尾
地
区
は
、
湿
田
が
少
な
く

他
地
区
か
ら
の
通
い
作
を
す
る
方

も
い
て
、
耕
作
放
棄
地
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
海
の
口
地
区
は
、
湿
田

が
多
く
、
水
稲
以
外
の
作
付
け
は

う
ま
く
い
か
ず
、
昔
か
ら
苦
労
し

て
稲
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本
格
化
に

よ
り
、
農
業
者
の
後
継
者
減
少
と

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
農
業
機
械
が
高
過
ぎ
る
、

肥
料
や
農
薬
も
高
い
、
湿
田
の
た

め
大
型
機
械
が
入
ら
な
い
、
米
価

が
安
い
な
ど
の
理
由
で
離
農
す
る

盆栽
「野知の白峰」
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　農業経営基盤強化促進法（経基法）の一部改正により、これまでの「人・農地プラン」が法定化され「地域
計画」へと移行します。地域計画とは主に将来にわたり地域の農業を誰が担いどのように守っていくかを
定めた計画で、大町市では令和７年４月からスタートします。
■問い合わせ　農林水産課農業振興係℡□市内線636　農業委員会事務局℡□市内線640

「地域計画」がスタートします
地域の農地を守り、次世代に継承する

　
市
の
農
家
数（
農
林
業
セ
ン
サ

ス
調
べ
）は
平
成
12
年
の
２
５
７

９
戸
か
ら
令
和
２
年
に
は
１
３
６

５
戸
と
約
48
％
減
少
し
て
お
り
、

今
後
地
域
農
業
を
担
う
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら
維
持
管

理
で
き
な
い
農
地
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
農
地
所
有
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
地
区
別
の
懇
談
会
な
ど

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
た
結
果
、
次
の
６
つ

の
地
区
に
お
い
て
地
域
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

地
域
計
画
を
策
定
す
る
地
区

①
大
町
地
区

②
平
地
区

③
常
盤
地
区

④
社
地
区

⑤
八
坂
地
区

⑥
美
麻
地
区

地
域
計
画
で
明
確
化
す
る

主
要
項
目

▽
今
後
守
る
べ
き
農
地

※
今
後
守
る
べ
き
農
地
は
地
区
別

に
細
分
化
さ
れ
た
地
図（
目
標
地

図
）に
表
示
さ
れ
て
お
り
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
案
を
公
開
中
で
す
。

（
３
月
14
日
ま
で
）

▽
将
来
の
耕
作
予
定
者

※
策
定
当
初
に
お
い
て
は
耕
作
予

定
者
が
検
討
中
の
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
年
々
情
報
を
更
新
し
て

い
く
予
定
で
す
。

▽
地
域
の
農
業
を
担
う
者

▽
主
要
な
作
物

▽
中
心
的
担
い
手
へ
の
集
積
目
標

▽
多
様
な
経
営
体
の
育
成

▽
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

▽
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

▽
農
地
な
ど
の

　
保
全
管
理

　
な
ど

農
地
に
関
す
る
手
続
き
の
一
部
で

地
域
計
画
の
事
前
変
更
が

必
須
に
な
り
ま
す

　
地
域
計
画
の
公
告
後（
令
和
７

年
４
月
以
降
）次
の
表
の
と
お
り
、

農
地
に
関
す
る
手
続
き
が
一
部
変

更
と
な
り
、
地
域
計
画
区
域
内
の

農
地
に
つ
い
て
は
許
可
を
受
け
る

前
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
計
画
を

変
更
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
計
画
の
変
更
手
続
き
に
は
、

関
係
機
関
へ
の
意
見
聴
取
や
変
更

案
の
公
告
・
縦
覧
な
ど
１
カ
月
以

上
か
か
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
従

来
よ
り
も
手
続
き
の
完
了
ま
で
に

期
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
域
計
画
の
区
域
内
の

農
地
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
課
農
業
振
興
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0

1000

2000

3000

H12 H17 H22 H27 R2

■販売農家
■自給的農家

大町市の農家数

1903

676

1590

720

1311

704

1088

672

735

630

農地の手続き 地域計画の事前変更手続き（必須）
農振農用地（青地）からの除外 地域計画区域内からの除外
農振農用地（青地）への編入 地域計画区域内への編入（※１）
農地転用（一時転用を除く） 地域計画区域内からの除外
土地収用法の適用による用地買収 地域計画区域内からの除外
地域計画で農業を担う者となっていない者

（新規就農者・新規設立法人・新規入作者など）による買受または借受 農業を担う者への位置づけ（※２）

（※１）地域計画区域外の農地に限ります。
（※２）位置づけが確実と見込まれる場合、手続きを省略できることがあります。
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　囲碁の七大タイトル戦の一つ「十段戦」第３局が今
年も大町市で開催されます。市内での開催が今年で
31回目となる春の風物詩です。会場ではプロ棋士
による「大盤解説会」を同時に開催します。トップ棋
士の気迫を身近で感じられる機会ですので大勢の皆
さんの来場をお待ちしています。参加無料です。

募集　第63期  大和ハウス杯
　　　十段戦五番勝負第３局
　　　大盤解説会

　第63期　大和ハウス杯　十段戦五番勝負第３局　
■期日　４月３日（木）
■会場　ＡＮＡホリデイ・インリゾート信濃大町くろよん
　　　　※午前10時から会場のモニターテレビで対局の様子を見ることができます。

　大盤解説会　
■会場　同ホテル　２階
■時間　午後１時30分～（随時開催）
　　　　※「次の一手クイズ」を開催します。正解者にはプレゼントがあります。

　　申し込み　　
　３月31日（月）までにいずれかの方法で申し込み。

▽申し込みフォームから

▽市ホームページにある申込書に記入の上、郵送（必着）、Ｅメールまたは
　ファクスで、アルプス囲碁村推進協議会へ。

■問い合わせ　アルプス囲碁村推進協議会（市企画財政課企画調整係内）　℡□市内線522　FAX23-4448
　　　　　　　Ｅメールkikaku@city.omachi.nagano.jp

経
基
法
に
よ
る

利
用
権
設
定（
相
対
）は

　
　
　
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
地
域
計
画
の
公
告
後
は
、
新
た

な
利
用
権
設
定（
相
対
）に
よ
る
農

地
の
貸
借
は
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
農
地
中
間
管
理
機
構（
長

野
県
農
業
開
発
公
社
）ま
た
は
農

地
法
第
３
条
の
い
ず
れ
か
に
よ
る

手
続
き
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
地
域
計
画
の
公
告
前

ま
で
に
設
定
さ
れ
た
利
用
権（
相

対
）は
地
域
計
画
の
公
告
後
も
契

約
期
間
満
了
日
ま
で
有
効
と
な
り

ま
す
。

農地貸借の
手法

令和７年３月で
廃止

令和７年４月
以降

経基法による
利用権設定
（相対）

農地中間
管理事業

（長野県農業開発公社）
農地法第３条

申請窓口 農林水産課 農林水産課 農業委員会

契約の期間 当事者間で決定 概ね10年以上 当事者間で決定

契約の更新 自動更新なし
（再設定あり）

自動更新なし
（再設定あり）

自動更新
（契約期限の６カ月前までに通知
しない場合・使用貸借を除く）

賃料の支払い
（物納を除く）

当事者間で
支払い

借り手→公社
公社→貸し手 当事者間で支払い

申し込みフォーム
市ホームページ

昨年の解説会の様子
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お
茶
＋
お
菓
子
つ
き
！
　つ
な
が
る
カ
フ
ェ

新
た
な
仲
間
の
　

　　　　巻
き
込
み
方
講
座

「
長
野
県 
地
域
発 
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
活
用
事
業

　
カ
フ
ェ
気
分
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

な
か
、
団
体
活
動
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
や
、
仲
間
・
会
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

す
た
め
の
具
体
的
な
手
段
、
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　
３
月
22
日（
土
）　
午
後

１
時
～
４
時

■
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階　
大
会
議
室

■
対
象

▽
大
北
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

▽
市
民
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
人　
な
ど

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
マ
イ
カ
ッ
プ

■
申
し
込
み　
３
月
17
日（
月
）ま

で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
３
月
14

日（
金
）ま
で
に
電
話
で
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
講
師　
三
宅
玲
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
定

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
主
催　
ぼ
く
ら
の
市
民
活
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
０
５
３
１

Ｅ
メ
ー
ルshim

inkatsudou@
city.om

achi.nagano.jp

最終報告会を開催します

　令和６年度に補助を受けた12団体の皆さんが１年
間の活動を発表します。地域の皆さんによるまちづ
くり活動の様子や、市民活動を知る大変良い機会です。
ぜひご来場ください。申し込み不要、参加無料です。

■日時　３月15日（土）　午後１時～
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

募集補助金審査員
　令和７年度「ひとが輝くまちづくり事業」補助金の審
査員を募集します。詳しくは19ページをご覧ください。

■問い合わせ
　市民活動サポートセンター　℡□市内線831

講演会「今さら聞けない男女共同参画」

■講師　千金亭値千金さん
　　　　（男女共同参画落語創作・口演家）

2022年３月まで埼玉県鶴ヶ島市職員。
2007年からの３年間、男女共同参画を担当。
男女共同参画を「どんな人にも深く正しく面
白く」伝えるため、落語と歌を含む講演によ
り分かりやすい講座にしてお届けします。

■日時　３月20日（木）　午後１時30分～３時30分
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■費用　無料
■申し込み　不要
■その他　託児あります（生後６カ月以上）。３月13

日（木）までに庶務課男女共同参画・人権政策
係（市民活動サポートセンター内）へお申し
込みください。

■問い合わせ　庶務課男女共同参画・人権政策係
　（市民活動サポートセンター内）　℡□市内線830

ひとが輝くまちづくり事業第28回 男女共同参画フォーラム

何のため？
どんな社会に？
どうやって？
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー

ときめきマイ・シティー

　
１
月
24
日
、
大
町
市
遺
族
会
会
長
の
伊
藤

昭
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
令
和
６
年
度
援

護
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
章
の

報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
牛
越
市
長
と
懇
談

し
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
常
盤
地
区

遺
族
会
副
会
長
、
平
成
18
年
か
ら
大
町
市
遺

族
会
会
長
、
令
和
６
年
か
ら
長
野
県
遺
族
会

副
会
長
を
務
め
、
太
平
洋
戦
争
で
犠
牲
と

な
っ
た
戦
没
者
家
族
の
支
援
活
動
や
、
各
地

区
の
供
養
塔
の
保
全
・
お
参
り
な
ど
に
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は「
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
困
っ
て

い
る
人
の
相
談
に
乗
っ
て
き
た
。
戦
後
80
年

が
た
ち
、
戦
争
の
記
憶
を
引
き
継
ぐ
人

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
語
り
部
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
広
報
お
お
ま
ち
12
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
た
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
へ
の
年
賀
状

は
２
月
７
日
現
在
で
７
０
１
通
に
上
り
、

年
賀
は
が
き
が
値
上
が
り
す
る
中
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
で
最
多
の
枚
数
と
な
り

ま
し
た
。

　
内
訳
は
市
内
63
通
、
県
内
２
７
２
通
、

県
外
３
６
６
通
で
県
内
か
ら
の
年
賀
状

が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　
年
賀
状
を
送
っ
た
人
全
員
に
返
事
が

届
く
ほ
か
、
抽
選
で
20
人
に
お
お
ま

ぴ
ょ
ん
グ
ッ
ズ
を
発
送
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
来
年
も
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
へ
年
賀

状
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど
を

地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
日
に
実
施
で

き
な
い
自
治
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
土
砂
や
粗
大
ご
み
な
ど

の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
、
河
川
清
掃
中
に
怪
我
を

さ
れ
る
事
案
が
複
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
安
全
を
第
一
に
考
え
、
無

理
の
な
い
範
囲
の
清
掃
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
条
件
な
ど
に
伴
う

実
施
判
断
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地

区
の
状
況
に
合
わ
せ
、
同
様
に
各

自
治
会
で
ご
判
断
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
斉
清
掃
で
出
た
土
砂
の

　
　
　
　
　
　
　
受
け
入
れ

■
受
け
入
れ
場
所

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク（
高
根
町
）

■
時
間　
午
前
７
時
～
11
時

■
注
意
事
項　
一
般
の
埋
め
立
て

ご
み
の
搬
入
を
希
望
す
る
人
は
、

３
月
28
日（
金
）ま
で
に
生
活
環
境

課
で
搬
入
許
可
申
請
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
な
ど
の
有
料
受
け
入
れ

■
受
け
入
れ
場
所

大
町
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
駐
車
場

(

旧
環
境
プ
ラ
ン
ト　
社
・
山
下)

■
時
間　
午
前
７
時
～
11
時

■
受
け
入
れ
可
能
な
物・処
理
料
金

▽
一
斉
清
掃
で
出
た
木
の
枝
な
ど

の
燃
え
る
物
、
空
き
缶
、
ビ
ン
類

な
ど（
要
分
別
）…
…
…
…
…
無
料

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
20
円
／
kg

▽
金
属
性
粗
大
ご
み
…
77
円
／
kg

▽
ス
キ
ー
板
な
ど
…
…
80
円
／
kg

▽
バ
ッ
テ
リ
ー

　
…
…
…
…
…
３
３
０
円
～
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ
…
１
５
０
円
～
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃

家
電
（
テ
レ
ビ
、洗
濯
機
、衣
類
乾

燥
機
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
）

　
…
…
３
０
０
０
円
程
度
～
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な

り
ま
す
。

■
注
意
事
項　
当
日
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク
で
の
資
源
物
受
け
入

れ
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
北
ア

ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
は
休
業
日
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
□市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

春
の
一
斉
清
掃
を
実
施

３
月
30
日（
日
）午
前
７
時
か
ら

お
知
ら
せ

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

受
章
報
告

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
に
年
賀
状
を
あ
り
が
と
う
！

過
去
最
多
７
０
１
通



広報おおまち　2025.3 16

主な変更点
ＪＲとの接続などを考慮し、一部の便で運行時刻の繰り上げ・繰り下げを行います
1平（青木方面）コース、2平（源汲方面）コース、4平（高瀬入方面）コース、
7社コース、8八坂コース、�美麻コース川手線、�循環線（南コース・北コース）
運行の効率化を図るため、運行順路を一部変更します
1平（青木方面）コース、4平（高瀬入方面）コース
運行の効率化を図るため、以下の便の一部区間を降車専用とします
7社コース（社方面行き４便）……………………………………「県営住宅前」～「青島」
8八坂コース（栃沢・さぎり荘方面行き６便）………………………「塩の貝」～「栃沢」
�循環線（南コース４便）…………………………………「県営住宅前」～「信濃大町駅」
�循環線（北コース４便）……………………………………「上大黒町」～「信濃大町駅」

詳しくは、広報おおまち３月号と一緒に配布した「ふれあい号時刻表」をご覧ください。
■問い合わせ　情報交通課交通政策係　℡85-0070

■主催・問い合わせ
　（一社）大町市観光協会　℡22-0190
長野県知事登録旅行業　第地域-670号

　北アルプスに対面する穏やかな東山。その
東山に位置する神秘的な大姥山（1006ｍ）は
里山とは思えない急登、岩場、鎖場が続くバ
リエーション豊かな山です。この山は、かつ
て金太郎が生まれ育った伝説の山。金太郎が
住んでいた洞窟など思いをはせながら巡るツ
アーです。

「金時の小径」コース
■日時　４月19日（土）

午前８時～午後３時

▽受付　午前７時45分～
■集合場所　川の駅さざなみ
■対象・定員　中学生以上の人　先着15人

▽最少催行人数　10人
■案内人　伊藤悦男さん

自然に親しみ、登山道整備や開拓を行っている。日頃、里山を中心に山の
案内人として積極的に活動している大姥山登山の第一人者。

■費用　3,000円（ガイド代、主催旅行保険）　※当日現地で集金します。
■申し込み　開催前日の正午までに、ホームページまたは電話で、大町市観光協会へ。
■その他　 ▽岩場、鎖場のある中級者コースです。
　　　　　 ▽小雨決行ですが、雨天中止の場合、前日午後５時までに連絡します。

市民バス「ふれあい号」をご利用ください！
～４月１日（火）から令和７年度版の時刻表で運行します～

穴場旅
ホームページ

信濃大町穴場旅

に
っ
ぽ
ん
百
低
山

大
姥
山
を
登
る

／ガイドツアー
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生涯学習
常盤公民館

平公民館・女性未来館ピュア

℡・有線 22-0321

℡・有線 22-0694

　押し絵のおひなさまを作る体験講座です。手作りのおひなさまを部屋に
飾ってみませんか？
■日時　３月19日（水）　午前９時30分～午後０時30分
■会場　常盤公民館　視聴覚室
■定員　10人
■講師　山口多恵子さん（押絵の会）
■費用　700円（材料費、当日集金）
■申し込み　３月17日（月）までに、電話または直接、常盤公民館へ。

　お茶を飲みながら簡単な単語、フレーズからスタートします。英語に自信がない、なかなか英語に触れ
る機会がないという人も大歓迎です！ 気軽に英会話を楽しみましょう！ 参加無料です。
■日時　全３回

▽４月２日（水）

▽４月９日（水）

▽４月23日（水）
午前10時～１時間程度

　体を動かしやすい季節になってきました。運動不足解消にヨガを始めてみませんか？ 初心者から経験
者まで、どなたでも参加可能です。参加無料です。
■日時　全３回

▽３月17日（月）

▽３月24日（月）

▽３月31日（月）
午後２時～１時間程度

　腰痛、肩こり、頭痛などの不調はもしかしたら背骨のゆがみからかもしれません。背骨のゆがみを整え
てみませんか？ どなたにもできる体操を体験してみてください。
■日時　全３回

▽３月13日（木）

▽３月19日（水）

▽３月26日（水）
午前10時～11時30分

ちりめん和紙でつくる押し絵のおひなさま

英語で楽しくおしゃべりカフェ

春のヨガ教室

背骨コンディショニング教室

※託児あります（生後６カ月以上）
　事前にお申し込みください。

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　会議室
■定員　先着10人ほど
■講師　佐藤淳子さん（アルプス善意通訳協会）
■申し込み　３月26日（水）までに、電話または直接、平公民館・女性未来

館ピュアへ。

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂
■定員　先着20人
■講師　塚田祐子さん（ヨガインストラクター）
■持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物、ヨガマット（貸し出しあり）
■申し込み　３月３日（月）～12日（水）に、電話または直接、平公民館・女

性未来館ピュアへ。

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室
■対象・定員　市内にお住まいか通勤している人　10人程度
■内容　１回目／腰痛対策、２回目／肩こり対策、３回目／頭痛対策
■講師　西村眞由美さん（背骨コンディショニングパーソナルトレーナー）
■持ち物　ヨガマット、タオル、バスタオル、飲み物、運動のできる服装、

セラバンド・仙骨枕（持っているひとのみ）
■申し込み　３月４日（火）から、電話または直接、平公民館・女性未来館ピュ

アへ。（先着順）
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生涯学習情報ステーション情報ステーション
文化会館・大町公民館 ℡・有線 22-9988

　北アルプスの春を感じさせる「信州アルプス交響楽団」と「地元の合唱団」による親しみやすいコンサート
です。今回は、初の試みとして大町中学校体育館で開催します。入場無料です。
■日時　３月23日（日）　 ▽開場　午後１時30分　 ▽開演　午後２時
■会場　大町中学校　体育館
■出演者　信州アルプス交響楽団、春のアルプス合唱団
■内容　 ▽第１部　信州アルプス交響楽団による演奏

　 　 　 　 ▽第２部　春のアルプス合唱団、信州アルプス交響楽団による合唱　ほか

　毎週水曜日に開催している「外国人のための日本語教室」の講師ボランティアを募集します。特別な資格
や外国語の会話能力は不要です。いろいろな国の人と友達になりませんか。希望者向けの説明会を開催し
ますのでご参加ください。
■説明会　 ▽日時　３月26日（水）　午後７時
　　　　　 ▽会場　大町公民館（文化会館）　２階　学習室
■その他　説明会後も応募は随時受け付けます。

We have lessons at Omachi Community 
Center (Culture Hall) every Wednesday 
(7:00pm-9:00pm). It’s free. Won’t you 
join us?
TEL 22-9988

　毎週水曜日の午後７時～９時に大町公民館（文化
会館）で「外国人のための日本語教室」を開催してい
ます。受講は無料です。
　一緒に勉強してみませんか？
℡22-9988

　「端午の節句」には欠かせない兜
かぶと

を陶芸で作ってみませんか？ 子どもの
健やかな成長を祈りながら世界に一つの兜を作ってみましょう。陶芸が初
めての人でも大歓迎です！ 
■日時　３月30日（日）　午前10時～正午
■会場　相陶窯（八日町「塩の道ちょうじや」東へ約100ｍ）
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　相澤正樹さん（陶芸家、日展会友）
■費用　4,000円（材料費など）
■持ち物　エプロン、タオル、筆記用具、汚れてもよい服装
■申し込み　３月11日（火）～23日（日）に、電話または直接、大町公民館へ。

北アルプス春の音楽祭

  募集  　日本語教室講師ボランティア

Let’s learn Japanese! 日本語を勉強してみよう！

陶芸講座～世界に一つの兜を作ろう！～

＊信州アルプス交響楽団プロフィール ………………………………………………………………………………
　信州大学交響楽団100回記念定期演奏会にて、松下京介氏指揮のもと演奏した若い奏者を中心に新しく
結成されたオーケストラ。大合唱2023が初舞台となり、山岳都市大町市にちなんで「信州アルプス交響楽
団」と名付けた。他に室内楽演奏会、出張演奏など地域とのつながりを大切に活動している。

Lesson homepage
日本語教室ホームページ
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

情報ステーション情報ステーション
nformationI電話のかけ間違いにご注意ください 大町市役所 0261-22-0420

募集

募集

募集

す
る
自
分
の
考
え
を
任
意
の
用
紙
に
８

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
郵
送（
必
着
）、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
審
査
の
結
果
、
定
数
内
の
応
募
で
も

採
用
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

℡
□市
内
線
８
３
１

〒
３
９
８

−

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７

Ｅ
メ
ー
ル　

shim
inkatsudou@

city.om
achi.

nagano.jp

令
和
７
年
度
国
税
専
門
官

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専

門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

人
で
⑴
ま
た
は
⑵
に
該
当
す
る
人

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

⑵
人
事
院
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

■
試
験
区
分　
国
税
専
門
Ａ（
法
文
系
）、

国
税
専
門
Ｂ（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

■
試
験
日　

▽
第
一
次
試
験　
５
月
25
日（
日
）

▽
第
二
次
試
験　
６
月
23
日（
月
）～
７

月
４
日（
金
）の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

■
申
し
込
み　
２
月
20
日（
木
）午
前
９

時
～
３
月
24
日（
月
）に「
人
事
院　
採

用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」か
ら
説
明
に
従
っ

て
入
力
。

■
問
い
合
わ
せ　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す

る
こ
と　

人
事
院
人
材
局
試
験
課 

℡
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

内
線
２
３
３
２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
は
除
く
）

▽
そ
の
他
の
こ
と

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係 

℡
０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１

内
線
２
０
９
７

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
は
除
く
）

在
宅
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
者

　
市
で
は
、
次
の
在
宅
会
計
年
度
任
用

職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　
保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
、
視

能
訓
練
士

■
応
募
資
格　
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
が
あ

る
人

■
主
な
業
務
内
容

▽
保
健
師　
乳
幼
児
健
診
、
特
定
健
診

な
ど
の
保
健
指
導

▽
歯
科
衛
生
士　
乳
幼
児
健
診
な
ど
の

歯
科
保
健
指
導

▽
視
能
訓
練
士　
３
歳
児
健
診
、
認
定

こ
ど
も
園
で
の
視
力
・
眼
位
検
査

■
賃
金　
１
回
３
０
０
０
円（
２
時
間

以
内
、
そ
れ
以
降
は
職
種
別
時
給
を
加

算
）

■
採
用　
４
月
か
ら
必
要
に
応
じ
て
随

時　
※
勤
務
の
時
間
帯
や
曜
日
は
希
望

に
応
じ
ま
す
。

■
申
し
込
み　
３
月
21
日（
金
）ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
資
格
免

許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
、
郵
送（
当

日
消
印
有
効
）ま
た
は
直
接
、
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

〒
３
９
８

−

０
０
０
２

大
町
市
大
町
１
０
５
８

−
１
３

「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

 

事
業
」
補
助
金
審
査
員

　
市
で
は「
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

事
業
」補
助
金
の
令
和
７
年
度
審
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
２
人
程
度

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
民
で
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
心
の
あ
る
人　

※
令
和
７
年
度
ひ
と
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
事
業
補
助
金
を
申
請
す
る
団
体
の
構

成
員
を
除
き
ま
す
。

■
任
期　
４
月
～
令
和
８
年
３
月

■
会
議　
年
４
回
程
度

■
報
酬　
１
日
６
３
０
０
円
、
半
日
３

８
０
０
円

■
申
し
込
み　
３
月
14
日（
金
）ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
応
募
の
動
機
、「
市

民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
対

人事院
採用情報NAVI
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募集

募集

募集
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
北
高
等
職
業
訓

練
校
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
北
高
等
職
業
訓
練
校　

℡
２
２
・
２
０
５
０

た
の
し
い
野
菜
づ
く
り
教
室

受
講
生

　
楽
し
く
野
菜

づ
く
り
を
学
び

ま
せ
ん
か
？
家

族
で
も
よ
し
、

友
達
を
誘
っ
て

も
よ
し
！

　
経
験
者
は
も

ち
ろ
ん
、
初
心

者
も
大
歓
迎
で
す
。
野
菜
づ
く
り
を
通

じ
て
仲
間
も
で
き
ま
す
！

　
指
導
者
が
丁
寧
に
野
菜
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
自
分
で

作
っ
た
野
菜
を
収
穫
し
、
野
菜
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
程　
４
月
～
10
月
の
間
の
土
曜
日

の
中
か
ら
12
回
程
度（
詳
細
な
日
程
は

申
し
込
み
を
し
た
人
に
別
途
通
知
し
ま
す
）

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時（
７
・
８
・

９
月
は
午
前
８
時
～
）

■
会
場　
た
か
ね
市
民
農
園　
南
ほ
場

■
対
象
・
定
員　
市
内
に
お
住
ま
い
の

人　
先
着
30
人（
親
子
・
夫
婦
な
ど
の

参
加
も
可
）

■
学
べ
る
野
菜
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

床
作
り
、
追
肥
の
や
り
方
、
病
害
虫
防

除
、
正
し
い
間
引
き
方
、
支
柱
の
立
て

方
と
枝
の
誘
引　
な
ど

■
栽
培
す
る
野
菜　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
白

菜
、
レ
タ
ス
、
長
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
大

根
、
野
沢
菜　
な
ど

■
指
導
員　
森
山
尨ゆ

た
かさ

ん（
元
Ｊ
Ａ
大

北
農
業
技
術
指
導
員
）

■
受
講
料　
４
５
０
０
円

※
材
料
費
な
ど
の
都
合
に
よ
り
追
加
徴

収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物　
農
作
業
が
で
き
る
服
装

（
軍
手
、
長
靴
、
帽
子
な
ど
）、
く
わ
、

は
さ
み
、
草
か
き
、
水
筒　

■
申
し
込
み　
電
子
申
請
、
電
話
ま
た

は
直
接
、
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
へ
。

■
そ
の
他

▽
無
農
薬
栽
培
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
週
に
一
回
程
度
、
水
や
り
当
番
が
あ

り
ま
す
。

▽
収
穫
し
た
野
菜
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

▽
開
催
予
定
日
以
外
に
臨
時
教
室
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
□市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

国
勢
調
査
２
０
２
５
調
査
員

　
国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
、
日
本
に

住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
が
対
象
と
な

る
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
市
で

は
、
来
年
度
実
施
す
る
国
勢
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
業
務
内
容　
説
明
会
へ
の
参
加
、
担

当
地
区
で
の
調
査
票
の
配
布
お
よ
び
回

収
な
ど

■
期
間　
お
お
む
ね
８
月
下
旬
か
ら
10

月
下
旬　
※
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
資
格　

▽
原
則
20
歳
以
上
の
人

▽
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で

き
る
人

▽
秘
密
保
持
に
信
頼
が
お
け
る
人

▽
警
察
、
選
挙
と
直
接
関
係
の
な
い
人

▽
暴
力
団
員
そ
の
他
反
社
会
的
勢
力
に

該
当
し
な
い
人

■
応
募
方
法　
電
子
申
請

※
業
務
内
容
や
応
募
方
法
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

℡
□市
内
線
５
２
２

大
北
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生

　
大
北
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

コ
ー
ス
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

電
子
計
算
機
科（
パ
ソ
コ
ン
）

初
心
者
コ
ー
ス

■
日
時　
４
月
～
９
月　
毎
週
月
曜
日

全
18
回　
午
後
６
時
～
９
時

■
受
講
料　
３
万
９
８
０
０
円

ビ
ジ
ネ
ス
実
践
コ
ー
ス

■
日
時　
４
月
～
９
月　
毎
週
水
曜
日

全
18
回　
午
後
６
時
～
９
時

■
受
講
料　
３
万
９
８
０
０
円

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科（
外
国
語
）

実
践
英
会
話
コ
ー
ス（
入
門
編
）

■
日
時　
４
月
～
７
月　
毎
週
火
曜
日

全
10
回　
午
後
２
時
～
４
時

■
受
講
料　
２
万
５
０
０
０
円

実
践
英
会
話
コ
ー
ス（
基
礎
編
）

■
日
時　
４
月
～
６
月　
毎
週
月
曜
日

全
10
回　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
受
講
料　
２
万
５
０
０
０
円

韓
国
語
コ
ー
ス（
入
門
編
）

■
日
時　
４
月
～
６
月　
毎
週
月
曜
日

全
10
回　
午
後
２
時
～
４
時

■
受
講
料　
２
万
５
０
０
０
円

共
通
事
項

■
定
員　
５
人
以
上
で
開
講

■
申
し
込
み　
３
月
31
日（
月
）ま
で
に
、

電子申請は
こちらから
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お知らせ

お知らせ

伐
採
お
よ
び

伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書

　
森
林
所
有
者
な
ど
の
皆
さ
ん
は
、
森

林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、
事
前
に

市
へ「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
」を
行
い
、
伐
採
が
完
了
し
た
と
き

は「
伐
採
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
」を
、

伐
採
後
の
造
林
が
完
了
し
た
と
き
は

「
伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況

報
告
」を
行
う
こ
と
が
森
林
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
無
届
で
の
伐
採

な
ど
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

　
ま
た
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
森

林
法
な
ど
の
規
定
に
基
づ
き
、
届
出
の

提
出
時
に
は
必
要
書
類
の
添
付
が
義
務

付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
森
林
地
域
に

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
場
合
、

そ
の
面
積
が
０
・
５
ha
を
超
え
る
も
の
は
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
様
式
の
入
手
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

→
市
民
の
方
へ
→
仕
事
・
産
業
→
農
林

業
→
林
業
→
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

の
届
出
書

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係

℡
□市
内
線
６
６
４
・
６
６
５

「
火
入
れ
」に
は

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

　
「
火
入
れ
」と
は
、
森
林
ま
た
は
森
林

に
接
近
し
て
い
る
周
囲
１
km
の
範
囲
内

に
あ
る
原
野
、
山
岳
、
荒
廃
地
、
そ
の

他
の
土
地
で
、
そ
の
土
地
に
あ
る
立
木

竹
、
雑
草
、
堆
積
物
な
ど
を「
面
的
」に

焼
却
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
行
う
に
は
、
森
林
火
災
や
諸

危
害
の
発
生
防
止
を
図
る
た
め
、
市
へ

の「
火
入
れ
許
可
申
請
」が
必
要
で
す

(

森
林
法
第
21
条)

。

　
申
請
書
の
入
手
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

→
市
民
の
方
へ
→
仕
事
・
産
業
→
農
林

業
→
林
業
→「
火
入
れ
」を
行
う
場
合
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
森
林
振
興
係

℡
□市
内
線
６
６
４
・
６
６
５

重
度
心
身
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
券
交
付

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
外
出

時
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
運
賃

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

▽
身
体
障
害
者
手
帳（
視
覚
障
害
１
～

３
級
、
内
部
障
害
１
・
２
級
、
上
肢
障

害
１
・
２
級
、
下
肢
障
害
１
～
３
級
、

体
幹
障
害
１
～
３
級
）が
あ
る
人

▽
療
育
手
帳
が
あ
る
人

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
人
や
、
市
か
ら
他
の
制
度

で
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み　
身
体
障
害
者
手
帳
か
療

育
手
帳
を
持
参
の
上
、
直
接
、
福
祉
課

福
祉
係
、
市
八
坂
支
所
民
生
係
ま
た
は

市
美
麻
支
所
民
生
係
へ
。
４
月
１
日

（
火
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
福
祉
係

℡
□市
内
線
４
１
２
・
４
１
３
・
４
１
４

▽
市
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

消
防
車
や
救
急
車
の

出
動
区
域
に
つ
い
て

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、

令
和
６
年
度
事
業
で「
高
機
能
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
」更
新
整
備
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
管
内
の
効
果
的
な
出
動
隊
運
用

の
た
め
、
一
定
規
模
ま
で
の
火
災
で
は
、

管
内
全
て
消
防
車
２
台
出
動
と
す
る
ほ

か
、
全
て
の
出
動
で
通
報
受
信
時
に
取

得
す
る
位
置
情
報
を
基
に
、
災
害
現
場

へ
最
も
早
く
到
着
で
き
る
隊
へ
出
動
指

令
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
管
轄
消
防
署
以
外
の
消

防
隊
や
救
急
隊
が
出
動
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

℡
２
２
・
０
１
１
９
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お知らせ

お知らせ

お知らせ
℡
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

▽
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
全
国
共
通
）

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局　

℡
２
２
・
０
３
７
９

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

（
大
町
会
場
）

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
思
わ
ぬ
病
気

や
交
通
事
故
、
災
害
が
起
き
た
時
に
役

立
つ
正
し
い
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

の
習
得
を
目
指
し
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

▽
基
礎
講
習　

４
月
12
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

▽
救
急
員
養
成
講
習

４
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
救
急
員
養
成
講
習
の
み
受
講

の
場
合
、
基
礎
講
習
修
了
者
認
定
証
が

必
要
で
す
。

■
講
習
内
容

▽
基
礎
講
習　
赤
十
字
救
急
法
に
つ
い

て
、
一
次
救
命
処
置（
心
肺
蘇
生
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
、
気
道
異
物
除
去
な
ど
）

※
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認
定
証
を

発
行
し
ま
す
。

▽
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習　
赤
十
字

救
急
法
救
急
員
に
つ
い
て
、
急
病
、
け

が
、
傷
の
手
当
、
搬
送
、
救
護

※
救
急
法
救
急
員
認
定
証
を
発
行
し
ま

す
。

■
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
町
市
大
町
１
１
２
９

℡
２
２
・
１
５
０
１

■
定
員　
各
講
習
先
着
30
人

■
受
講
資
格　
満
15
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
、
救
急
員
養
成
講
習
の
み
受

講
す
る
人
は
、
基
礎
講
習
を
終
了
し
て

い
る
人

■
受
講
料（
予
定
）　

▽
基
礎
講
習
１
５
０
０
円

▽
養
成
講
習
２
１
０
０
円

（
教
本
、
教
材
、
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み　
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

に
氏
名
、生
年
月
日
、住
所
、電
話
番
号
、

希
望
の
講
習
内
容
を
添
え
て
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
電
話
で
福
祉
課
庶
務
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
庶
務
係（
日
赤
大
町
市
地
区
）

℡
□市
内
線
４
１
１

　
２
２
・
４
７
０
０

▽
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部　
事
業

推
進
課　

℡
０
２
６
・
２
２
６
・
２
０
７
３

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

新
規
就
職
者
激
励
会
お
よ
び

研
修
会

　
今
春
か
ら

就
職
し
、
市

の
将
来
を
担

う
社
会
人
と

し
て
第
一
歩

を
踏
み
出
す

新
規
就
職
者

を
激
励
す
る

と
と
も
に
、

社
会
人
と
し

て
の
自
覚
を

促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
激
励
会
お
よ
び
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
４
月
10
日（
木
）　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

▽
受
付　
午
前
９
時
10
分
～

■
会
場　
大
町
商
工
会
議
所　
２
階　

大
会
議
室

■
対
象　
今
年
４
月
に
市
内
の
事
業
所

に
就
職
す
る
新
規
就
職
者

■
内
容　

▽
第
１
部　
激
励
会

▽
第
２
部　
研
修
会

■
申
し
込
み　
３
月
24
日（
月
）ま
で
に
、

ま
ち
づ
く
り
産
業
課
商
業
労
政
係
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
、
同
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
産
業
課
商
業
労
政
係

℡
□市
内
線
５
４
２

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

　
１
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
次

の
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。　

▽
酒
井
美
枝
さ
ん（
再
任
）

▽
竹
内
直
彦
さ
ん（
再
任
）

▽
中
村
祐
子
さ
ん（
再
任
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
人

権
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、

法
務
局
な
ど
の
専
門
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
・

子
ど
も
・
同
和
問
題
な
ど
人
権
に
関
わ

る
全
て
の
問
題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
気
軽
に
応
じ
、

問
題
解
決
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
法

的
手
続
き
の
方
法
な
ど
を
助
言
し
ま
す
。

　
な
お
、
近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
女
性
や
子
ど
も
の
人
権
問
題
な
ど
に

つ
い
て
、
専
用
電
話
を
設
置
し
、
法
務

局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
専
用
電
話　
受
付
時
間　
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

電話のかけ間違いにご注意ください

大町市役所 0261-22-0420
お知らせ

お知らせ
市
内
水
路
断
水

　

本
通
り
西
側
水
路（
仁
科
町
交
差

点
）・
県
道
槍
ヶ
岳
線
横
断
水
路（
野
口

東
堰
交
差
部
）・
町
川
水
路（
旭
町
・
相

模
組
北
側
）の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
工

事
の
た
め
、
春
の
一
斉
清
掃
に
合
わ
せ
、

水
路
が
断
水
お
よ
び
減
水
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
工

事
期
間
中
、
火
の
取
り
扱
い
な
ど
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
３
月
27
日（
木
）～
30
日（
日
）

■
場
所　

▽
大
町
地
区（
駅
前
本
通
り
西
側
）

▽
平
地
区（
国
道
１
４
８
号
西
側
）

■
問
い
合
わ
せ

▽
建
設
課
農
地
整
備
係

℡
□市
内
線
６
７
６

▽
大
町
市
土
地
改
良
区　

℡
２
２
・
５
５
４
２

春
ま
き
用
堆
肥
販
売

　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
春
ま
き
用

堆
肥
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
農
業
事
業
者
向
け
に
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
農
業
事
業
者
向
け
販
売

は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販
売
後
の

余
剰
分
の
堆
肥
を
販
売
す
る
も
の
で
す
。

①
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
持
ち
込
み
販
売

　
購
入
希
望
者
は
、
事
前
に
申
し
込
み

の
上
、
販
売
当
日
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
４
月
12
日（
土
）

午
前
８
時
〜

■
会
場　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー（
八
坂
・

三
原
）

■
販
売
数　
申
込
者
全
員
に
販
売

■
費
用　
２
０
０
０
円
／
台

■
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

■
申
し
込
み　
３
月
３
日（
月
）～
21
日

（
金
）に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生
活
環

境
課
へ
。

■
注
意
事
項

▽
販
売
は
一
世
帯
１
台
ま
で
で
す
。

▽
販
売
当
日
は
、
送
付
す
る
整
理
券
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
運
搬
中
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
あ
お

り
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

②
市
内
農
業
事
業
者
向
け
販
売

　
購
入
希
望
の
事
業
者
に
は
、
①
で
の

販
売
量
の
余
剰
分
を
先
着
順
で
販
売
し

ま
す
の
で
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
販
売
期
間　
４
月
14
日（
月
）～
５
月

２
日（
金
）に
、
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
と
調

整■
場
所　
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー

■
販
売
数　
軽
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
販

売
後
の
余
剰
分
を
販
売
す
る
た
め
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。

■
費
用　
７
５
０
０
円
／
台

■
対
象　
市
内
の
農
業
事
業
者

■
申
し
込
み　
３
月
24
日（
月
）～
４
月

４
日（
金
）に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
生

活
環
境
課
へ
。

■
注
意
事
項

▽
販
売
は
申
し
込
み
先
着
順
と
し
、
１

事
業
者
あ
た
り
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２
台
ま

で
と
し
ま
す
。

▽
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
も
可
能
。

運
搬
す
る
場
合
は
、
飛
散
防
止
の
た
め
、

あ
お
り
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
□市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り１回 20,000円、カラー１回 36,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
時間移民［外国の小説］
�劉慈欣／著　大森望 光吉さくら ワン・チャイ／訳
阪神・淡路大震災から私たちは何を学んだか 被災
者支援の30年と未来の防災［災害］
��������������� 阪本真由美／著
子どもの一生を決める花粉症対策［医学］
���������������� 村川哲也／著
刺
し し ゅ う

繍で楽しむいわさきちひろの世界［手芸］
����� 寺西恵里子／著　ちひろ美術館／監修
−新着図書（子ども向け）−

こんなおうちにすみたいな 和室はすてき［日本の
絵本］������  武田美穂／作　片山和俊／監修
それゆけ！ ばあちゃんぐんだん！［外国の絵本］
������ ジュディス・カー／作　木坂涼／訳
ふきのとうずかん［植物］���� 多田多恵子／監修
−３月の推薦図書−

桜が散っても　幻冬舎
森沢明夫／著
　不器用ながらも自分の信念を貫
いた男とその家族の絆を描いた感
動の物語。時を隔てて分かる、愛
するということ、家族であること。

「森沢文学」の神髄！ 心が静かに癒
される、珠玉の家族小説です。
同じ？ ちがう？ 使い方を考えよう！
 和語漢語外来語１

「手品・奇術・マジック」生活編　
汐文社　佐々木瑞枝／編著
　和語・漢語・外来語を比較しな
がら使い分けを解説。時代ととも
に、日本独自のアレンジがなされていることなど
に注目し、興味や調べる楽しさを導き出す一冊です。
−３月の催し−

おはなしの森����� １日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや ( 会場は大町児童センター )
������������� 11日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 20日（木）　午前10時～正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 175
３月のイベント紹介

少しずつ春の気配が感じられるようになってきた公園で、
体験プログラムに参加してみませんか？

シェードガーデン管理ボランティア
　矢澤秀成さんによるガーデニン
グ講座と、シェードガーデンでの
管理作業を行います。今回は希少
なクリスマスローズ「チベタヌス」
をご覧いただけます。
■日時・場所　３月23日（日）

▽講義　午前10時30分～正午
　レンタル棟

▽管理作業　午後１時～２時
　シェードガーデン

▽質疑応答　午後２時～２時30分
■定員　30人（事前申し込み）

【自然体験】野鳥観察会　さえずり編
　鳥に詳しい自然サポーターと野
鳥の観察をします。
■日時　３月27日（木）・30日（日）
　午前８時30分～11時30分
■集合場所
　インフォメーションセンター
■対象・定員　小学生以上　15人（事前申し込み）

【創作体験】お花見クラフト
　パンチした紙を枝に飾りつけて、
春らしい置物を作ります。
■日時
　３月20日（木）～30日（日）

▽受付時間
　午前９時30分～11時30分、午後１時～２時30分
■場所　森の体験舎　創作工房
■参加費　200円／個

【食体験】串団子づくり
　地元産の米粉ともち米を使って
お団子を作ります。トッピングは、
みたらし・きなこ・ごまから１種
類を選べます。
■日時　３月20日（木）

▽受付時間　午前９時30分～午後１時30分
■場所　森の体験舎　食工房
■参加費　200円／個
※材料がなくなり次第終了

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　茶道裏千家・茶道教
室を主宰する海川宗昭
さんをご紹介します。
茶道との出会いや茶道
の魅力をお聞きします。

 放送日  ……………………… ９日（日）・12日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送３月の番組から
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３月の有料相談（要予約）

法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽子ども用布団５組
　（約２年前に購入、約２年使用、クリーニング済み）

�������������������� 無料

▽子ども用ビニールプール（約２年前に購入、未使用）
�������������������� 無料

▽軽トラック用夏タイヤ４本
　（令和６年６月購入、５カ月使用、ヨコハマタイヤ

145-80-R12 80/78N LT、スズキ純正ホイール
付き、1,500km走行、９分山）���� 16,000円

●譲ってください

▽手押しの田植え機����������� 格安で
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任におい
て行ってください。「広報おおまち」が届く前に
交渉が成立することがあります。市ホームペー
ジに詳しい情報を載せています。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

３月の納税など
国民健康保険税（普通徴収分）……………………… ３月分
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）……………… ３月分
保育料・保育所給食費……………………………… ３月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………………… ３月分
学校給食費…………………………………………… ３月分
上下水道料・簡易水道料…………………………… ３月分

納期限は３月31日（月）

３月の無料相談

法律
（要予約）

11日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=西村誠弁護士（次回は４月８日　豊森裕太弁護士）

行政

26日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所 行政管理・

コンプライアンス
推進係

☎□市 内線 51126日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年金
（要予約）

19日（水）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

19日（水）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女性・男性
（要予約）

13日（木）
10：00〜15：00 子育て・

女性相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策係

☎□市 内線 83027日（木）
9：00〜12：00

育児
25日（火）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

３日・17日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

３日・17日
月曜日

13：00〜15：00
成年後見制度
（要予約）

27日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若年者
就職相談

（要予約）
19日（水）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎□市 内線 542

人権 13日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

ケーブルテレビ３月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊消防出初式���������� ３日〜16日
＊市民スキー・スノーボード大会� 17日〜30日
＊大町中学校卒業式����� 24日～４月６日
＊美麻小中学校修了式・卒業式
　������������� 31日～４月13日
＊八坂小中学校修了式・卒業式
　������������� 31日～４月13日
＊定例記者会見��������� 27日・28日

大町市議会３月定例会　午前10:00開会
＊一般質問（生中継）�������� ５日～７日
＊本会議（生中継）����������� 18日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前7:00、午前11:00、午後4:00、午後6:00
＊おおきくなったら（保育園・幼稚園年長さん）

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00
＊一週間の出来事、市からのお知らせなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ＤＸ推進係　℡21-3805

譲ります 譲ってください
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　２月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,262 （－36）　男 12,326 （－21）　転入 76　出生 11
　世帯数 12,002 （－ 5）　女 12,936 （－15）　転出 64　死亡 59

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

2日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

9日（日）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

16日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

20日（木）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

23日（日）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

30日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
みどりクリニック 松川村 ☎ 62-5225
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
2日（日） グリーン歯科クリニック 堀六日町 ☎ 23-6666

9日（日） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482

16日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

20日（木） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050

23日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332

30日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
2日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

9日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

16日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

20日（木） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

23日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

30日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

　３月下旬から４月上旬は住所の異動が多くなることから、休日窓口を開設しますのでご利用ください。
■開設日時　３月23日、４月６日　日曜日　午前８時30分～正午
■取り扱い業務 ■担当部署 ■問い合わせ（℡市）
＊住民異動届（転入・転出・転居）の受付
＊証明書の発行（戸籍、住民票、印鑑登録証明）
＊印鑑登録
＊マイナンバーカードの交付・更新・申請

市民課市民・戸籍係 内線425

＊国民健康保険の加入・脱退手続き 市民課国保・年金係 内線422
＊所得証明書の発行 税務課税務係 内線443・444
＊納税証明書の発行 税務課管理収納係 内線445・446
＊児童手当、児童扶養手当に関すること 子育て支援課子育て支援係 内線685
＊水道の開栓・閉栓の受付 上下水道お客様サービスセンター 内線731
※各種証明書の発行は、便利なコンビニ交付もご利用ください。

■問い合わせ　市民課市民・戸籍係　℡□市内線425・426・755

３月の休日医療情報

転入・転出・転居などの
手続きのための休日窓口を開設します

きらり★情報館


